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1. 感覚 を必 要とする実験を行なう場合，被 験者の選

定には 特に意を払 わねばならない。「色彩 効果 と個 性 判

断に関 する研究」（山崎，西垣; 家政学研 究Vol.  8, No.2）

によって配色 効果 を応用し た個 欧判断 の可能性が明らか

になったことから， 本研究ではさらにこれを進展させて

被験者 サンプ リングに応用できない もの だろ う か と 思

い， この研 究に着手し たのである。

2. 試料お よび 実験方 法はつ ぎのとお りである｡．

Ｉ）それぞ れ刺 激の異なる12組の配 色カードを作成し

て，これを ４つの グループに分け,灰色台紙に貼付した。

このカラーテス ト盤を被験者に示し ，それぞれ のグル ー

プから一つづつ好き な配色を選 んで用紙 に記入 させ た。

n ）質問紙法に よる矢田部・ ギルフ ォド性格検査用紙

を用い。1 ～120の質問に対し て，「はいj r どちらでもな

い」「いい え」 のどれ かに印 をつけ てもらった。　上記 の

実験I  n を同一被験者に実施し，カラ ーテス トと性格検

査 の相 関を調 べた。

3. カラーテストの結果 は二 大別され，被 験者の80％

まで が集中 する頻 度の高い配 色型 と， その他に分れ， 前

者の平均プロフ ィールは，ごく普通の平凡型 であ'<), 極

めて頻度 の低い配色型 を選ぶ人 との間 に明確 なプ ロフ ィ

ール の差がみられる。 このことはカラーテストによる被

験者 サンプ リングの可能性を示 すものとい える。


